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の
子
ど
も
を

護

る
運

動

環
境
を
浄
化
し
て

楽
し
い
夏
を
過
さ
せ
よ
う

夏

期
は
、
学
童
の
休
暇
期
間
が

あ
り
、
子

と
も

た
ち
は
特
に
解
放

感
に
み
た
さ
れ

、
例
年
水
に
よ
る

事
故
や
、
伝
染
病
、
交
通
事
故
、

非
行
等
が
多
く
発
生
す
る
時
期
で

あ
る
。
そ
こ
で
子
供
た
ち
を
め
ぐ

る
環
境
を
浄
化
し
て
、
ど
の
子

ど

も
に
も
楽
し
い
ひ

と
夏
を
過

さ
せ

よ
う
と
、
県

並
び
に
県
青
少
年
問

題
協
議
会
で
は
「
夏
の
子
ど
も

を

守
る
運
動
」

を
提
唱
し
て
き
た
。

わ
が
国
見
町

で
は
、
こ
れ
に
呼

応
し
、
各
種
団
体
譏
関
代
表
者

を

も
っ
て
「
夏
の
子

ど
も
を
守

る
運

動
連
絡
協
議
会
」
を
設
け
、地
域
社

会
の
咏
力
を
結
集
し
て
、
こ

の
運

動
を
展
開
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。

こ
の
運
動
は
、

０

、
子

ど
も
の
保
健
及

び
伝
染
病

の
予
防

§
、
子
ど
も

の
事
故
防
止
ヽ

㈲
、
子
ど
も

の
非
行
防
止

㈱
、
子
ど
も
会
等
健
全
な
圸
域
組

纈
の
育
成
及
び
活
動
促
進

の
四
つ
を
目
標
と
し
、
そ
の
地
域

及

び
機
関
団

体
の
実
貲
に
よ
っ
て

最
も
効
果
的
な
方
法
を
研
究
し
、

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

筒
こ
の
運
動
の
実
施

期
間
は
七

月
二
十
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま

で
と
し
、
運
動
実
施
主
体
は
国
見

町
、
推
進
協
力
体
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

教
育
委
員

会
、
社
会

福
祉
協
議

会
、
小
中
学
校
、
公
民
舘
、
児

童
委
員
会

、
防
犯
協
力
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
部
落
会
長
会
、
社
会
体

育
指
導
委
員
会
、
婦
人
会
、
青

年
団
、
青
少
年
補
導
委
員
会

○
実
施
事
項

０
、
子

ど
も
の
保
健
及

び
伝
染

病

の
予
防

山
、
規
則
正
し
い
生
活
の
奨
励

閾
、
伝
染
病
の
予
防

口
、
子

ど
も
の
事
故
防
止

山
、
水

に
よ
る
事
故

の
防
止

闔
、
交
通
事
故
の
防
止

同
、
危
険
な
玩
具
に
よ
る
事
故

の
防
止

㈲
、
子
ど
も

の
非
行
防
止

山
、
子
ど
も
会
等
組
織
の
活
動

促
進

閙
、
青
少
年
を
め
ぐ
る
環
境
０
．

浄
化

同

、
夏
祭
り
、
盆
踊
り
等
夏
季

行
事
の
健
全
化

㈲
、
愛
の
鐘
運
動
の
普
及

艸

、
子

ど
も
会
等
健
全
な
地
域
組

織
の
普
及
促
進

山
、
子
ど
も
会
育
成
関
係
機
関

団
体
の
連
絡
強
化

闔
、
子
ど
も
た
ち
。に
対
す
る
関

心
の
高
揚

闥
、
指
導

者
の
養
成

㈲
、
子
ど
も
会
活
動
促
進

モ

ー
ち
ゃ
ん
も
一
役

七
月
四
日

の
定
期
せ
り
市
に
わ

が
国
見
町
か
ら
出
陳
し
た
子
牛

は

四
八
頭
で
そ
の
価
格
一
七
四
万
円

一
頭
平
均
牝
四
〇
、
八
三
〇
円
、

牡
三
五
、
五
〇
〇
円

、
総
平
均
三

八
、
七
〇
〇
円
と
近
来
に
な
い
高

値
を
呼
ん
だ
の
で
出
陳
農
家
は
大

喜
び
で
あ
る
。
渮
最
高
以
下

ベ
ス

ト
テ
ン
は
左

の
通
り
で
あ
る
。

（
応

五
六
コ
｛
Ｃ
Ｃ

高
橘
蔀
治

②

五
〇

、九
〇
〇
鴨
田
安
蔵

③

四
八
、〇
〇
〇
菊

地
新
一

④

四
六
、〇
〇
〇
村
上
豊
一

④

四
五
、三
〇
〇
菊
地
久
七

④

四
五
、二
〇
〇
高
橋

金
吉

⑦

四
四

、四
〇
〇
佐
藤
重
喜

⑧

四
四
、一
〇
〇
藤
田
常
七

⑨

四
三
、五
〇
〇
安
彦
松
三
郎

⑩

四
二
、一
〇
〇
後
藤
長
之
助

人
生
学
校

春

日

佑

幸

な
つ
か
し
の
メ
ロ

デ
ー

（

大
津
絵
節
）

苦
し
み
も
楽
し
み
も

う
れ
し
き
こ
と
も
う
き
こ
と
も

人

の
身
の
上
今
日
み
れ
ば

あ
す

は
わ
が
身
の
上
と
な
る

げ
に
さ
だ
め
な
き
う
き
雲
の

世
の
あ
り
さ
ま
を
つ
ら
つ
ら
と

月
の
光
に
見
ま
し
や
ん
せ

は
れ
て
は
く
も
り

く
も
り
て

は
は
れ
わ
た
る

み
な
何
事
も
か
く
や
ら
ん

必
ず
く
よ
く

よ
思
わ
ず
に

心
大
き
く
も

た
し
や

ん
せ

附
　
記

こ
れ
は
故
尾
崎
行
雄
氏
が
明
治

二
十
三
年
に
日
木
に
は
じ
め
。て

国
会
が
開
か
れ
た
と
き
作
っ
た

大
津
絵
節
だ
と
の
こ

と
で
す

。

私
事
を
の
べ
る
こ
と
は
恐
縮
で

す
が
私
の
乳
親
で
今
年
八
十
四

才
の
忍

Ｊ
夕
さ
ん
が
先
頃
私
に

う
た
っ
て
き
か
せ
て
く
れ
た
う

た
な
の
で
す
。
か
み
し
め
て
味

っ
て
下
さ
い
。

み
ん
な
に
恩
給
を
／・

・：
積
立
制
国
民
年
金
始
ま
号
：

日

、
目
　
　

的

こ
ん
ど
「
国
民
年
金
法
」
と
い

う
法
律

が
で
き
て
、
「
老
令
、
廃

疾
又
は
死
亡
に
よ
っ
て
、
国
民
生

活
の
安
定
が
そ
こ

な
わ
れ
る
こ
と

を
国
民
み
ん
な
の
共
同
連
帯
に
よ

っ
て
防
ぎ
、
そ
し
て
国
民
生
活
の

維
持
及

び
向
上
に
寄
与
す
る
を
も

っ
て
目
的
と
す
る
」
と
い
っ
て
い

る
通
り
、
国
民
の
老
後
の
生
活
保

障
や
不
幸
か
ら
国
民
を
み
ん
な
で

守
ろ
う
と
す
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

わ
が
国
見
町
の
場
合
、
強
制
加

入
約
四
五
〇
〇
人
、
任
意
加
入
五

〇
〇
人
合
せ
て
約
五
〇
〇
〇
人
の

方

が
有
資
格
者
（
被
保
険
者
）
と

し
て
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
に
は
、

国
民
年
金
の
趣
旨
を
ご
諒
解
い
た

恁
き
ヽ
町
ぐ
る
み
加
入
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

§

、
年
金
有
資
格
者
と
は

（
被
保
険
者
）

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す

る
二

十
才
以

上
六
十
才
未
満
の
日
本
国

民
で

あ
る
こ
と
が
原
則
で
す

。
本

年
度

に
お
い
て
強
制
加
入
の
も
の

は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
に

お
い
て
二
十
才
以
上
五
十
才
未
満

の
町
民
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

但
し
今
年
度
に
限
り
満
五
十
才
以

上
五
十
五
才
未
満
の
も
の
は
任
意

加
入

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

呻
、
世
帯
の
調
査

以
上
の
有

資
格
者
の
人
数
を
調

査
す
る
た
め
に
、
七
月
末

か
ら
八

月
初
め
に
「

世
帯
調
査
」

を
い
た

し
ま
す
。

軸
、
年
金
の
種
類

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
老
令
年
金

○
障
害
年
金

○
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡

婦
年
金

㈲
、
保

険

料

○
二
十
才
以
上
三
十
五
才

未
満
の

も
の
は
月
額
一
〇
〇
円

○
三
十
五
才
以
上
六
十
才
未
満
の

も
の
は
月
額
一
五
〇
円

㈲
、
保
険
料
の
納
付
期
間

と
年
金
と
の
関
係

○
老
令
年
金
は
六
十
五
才
に
達
し

た
と
き
支
給
さ
れ
る

○
保
険
料
納
付

期
間
が
二
十
五
年

以
上
で
あ
る
も

の
に
は
左
記
の

例
に
よ
る
年
金
を
支
給
さ
れ
る

（

例

）

保

険

料

納

付

期

間
　
　

年

金

額

二

社

長

一

満

二

四

ヽ
Ｏ

Ｏ

Ｊ

三
一一
一

十
　
１

未

満

三

〇

ヽ
○

○

○

三

十

五

年

以

上
　
　

一

、
。

三

十

六

年

未

満

＝

六

〇

〇

〇

四

十

年
　
　
　
　

四

二

、
〇

〇

〇

囮

。
保

険
剽

の

免
除

竡
、
低
所
得
者
が
保
険
料

の
納
付

期
間
（
十
年
間
）
と
保
険
料
免

除
期
間
を
合
せ
た
期
間
が
二
十

五
年
以
上
の
も
の

圄
、
公

的
年

金
等
加
入
し
て
い
る

も
の
は
保
険
料
は
免
除
さ
れ
る

㈲
、
保
険
料
の
納
付
方
法

国
民
年

金
手
帖
に
年

金
印
紙
を

は
り
、
そ
の
検
認

を
受
け
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ン
プ
式
を
採

用

し
て
い
ま
す
。

㈹
、
保
険
料
の
前
納
の
特
典

○
前
納
　

一
定
期
間
の
保
険
料
の

割
引
を
し
て
納
付
す
る
。
割
引

率

は
五
分
五
厘

の
複
利
計
算

に

よ
る

○
全
納
　

前
と
同
率
で
割
引
す
る

の
で
、
二
十
才

の
も
の
が
全
納

す
る
場
合
、
二
三
、
五
四
〇
円

で
あ
る
。

尚
、
国
庫

の
補
助

被
保
険
者
の
負
担
す
る
拠
出
保

険
料
の
二
分
の
一
額
を
国

庫
が
補

助
す
る
も
の
で
あ

る
。

む

す

び

以
上
国
民
年
金
の
あ
ら
ま
し
で

す
が
、
働
け

る
壮
年
の
間
に
月
々

少
し
づ
つ
積
立
て
、
か
り
に
二
十

才
の
人

が
六
十
才
迄
四
十
年
間
納

付
す
る
と
六
万
三
千
円

に
な
り
六

十
五
才
か
ら
は
毎
年
四
万
一
一
千
円

の
年
金
を
も
ら
う
の
で
、
七
十
五

才
迄
生
き
れ
ば
四
十
二
万
円
の
年

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

旧

軍

人

等

の

傷

病
恩

給
（
年

金
）

の
請
求
促
進
に
つ
い
て

１

、
徊
度
請
求
に
つ
い
て

退
職
又
は
症
状
固
定
の
日

か
ら

七
年
以
内
（

た
び
た
び
回
覧
の

通
り
）

２
、
既
裁
定
者
の
請
求
に
つ
い
て

も

と
、
目
症
及
び
款
症
に
該
当

裁
定

を
う
け
て
レ
た
方
、
例
え

ば
日
露

戦
役

、
支
那

事
変
、
决

東
亜
戦
で
負
傷
し
、
当
時
恩
給

を
請
求
し
て
年
金
を
う
け
て
い

た
方
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
一
月

一
日
に
勅
令
六
十
八
号
に
よ
っ

て
傷
病
賜
金
（
一
時

金
）
を
給

さ
れ
て
打
切
さ
れ
た
。
こ
の
方

は
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
現

在
、
。旧
第
四
款
症
以
上
の
障

害

を
有
し
て
お
れ
ば
、
請
求
に
よ

り
こ
の
時
期
か
ら
再
び
年
金
が

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

が
請
求
権
は
昭
和
三
十
六
年
三

月

三

十
一
日

限

り
で
な
く
な

る
。
附
昭
和
二
十
一
年
二
月
一

日
以
降
二
十
九
年
三
月
三
十
一

日
迄
に
権
利
発
生
し
て
傷
病
賜

金
（
一
時
金
）
を
５
け
た
方
、

又
は
う
く

ぺ
き
方
も
、
こ
れ
が

請
求
を
し
な
い
と
年
金
が
給
さ

れ
な
い
。

３

、
増
加
恩
給
と
は

旧
第
七
項
症
（

現
在
の
新
一
款

症
）
以
上
の
障
害
を
有
さ
れ
る

方
に
給
さ
れ
る
。
こ
の
方
に
は

普
通
恩
給
を
支
給
す
る
年
限

に

達
し
て
お
ら
な
く
て
も
障
害
者

な
る
が
故
に
普
通
恩
給
も
併
給

さ
れ
る
こ
と
と
、
家
族
に
対
し

て
加
給
金
が
あ
る
こ
と
。

「
備
考
」
傷
病
賜

金
を
受
け
た
目

症
程
痺
の
方
で
後
日
の
た
め
（

法
の
改
正
、
再
後
重
症
等
）
恩

給
診
断
に
経
費
は
か
か
る
が
、

請
求
手
続
を
し
て
お
け
ば
、
時

効
中
断
す
る
。

（

厚

生

踝

）

役
場
対

桑
折
署

親
善
野
球

ピ
ン
チ
ヒ
ッ

タ
ー

で
引
分
け

’
ち
よ
つ
と
旧
聞
に
属
し
て
恐
縮

だ
が
、
六
月
十
八
日
（
土
）
の
午
后

小
坂
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
近

頃
珍
ら
し
い
烈
し
い
野
球
試
合
が

行
わ
れ
た
。

片
や
常
に
青
少
年
補
導
や
犯
罪

防
止
の
た
め
に
八
百
長
も
辞
さ
ぬ

桑
折
署
チ

ー
ム
、
迎
え
う
つ
は
、

町
内
外

と
の
親
善
の
た
め
に
、
常

に
相
手
に
勝
を
ゆ
ず
る
謙
譲
の
美

徳
を
具
え
た
役
場
チ
ー

ム
、
日
頃

の
腕
を
発
揮
し
て
、
負
け
ず
劣
ら

ず
打
ち
ま
く
り
、
走
り
ま
わ
つ
だ

が
、
な
か
な
か
勝
負
が
つ
か
ず
、

と
う
と
う
双
方
の
キ
弋
フ
テ
ソ
、

町
長
、
暑
長
ま
で
ビ
ｙ
チ
ヒ
ツ
タ

ー
に
立
つ
始

ま
つ
、
薄
暮
に
及
ん

で
1
1対
Ｈ

の
引
分
け
で
、
め
で
た

く
幕

。

｛

写
真
一

は
白
熱
す

る
両
チ
ー
ム

の
試
合
風
景

県
北
中

プ
ー
ル
に

水
道
完
成

県
北
中
学
校
に
は
せ
づ
か
く
立

派
な
プ
ー
ル
が
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
水
量
と
水
質

の
両
面

か
ら
、
と

か
く
問
題
に
な
り
、
今
年
も
真
夏

の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に

控
え
心
配
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で

町
の
水
道
を
引
入
れ
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
た
び
藤
田

、
小
坂
、
森

江
野
各
消
防
団
員
の
犠
牲
的
奉
仕

に
よ
っ
て
、
七
〇
〇
び
の
配
管
作

業
が
完
成
し
た
。
満
々
た
る
清
涼

水
を
た
た
え
た
プ
ー
ル
で
は
、
八

〇
〇
の
生
徒
が
喜
ん
で
水
し
ぶ
き

を
あ
げ
て
い
る
。

【
写
真
一

は
旧
国
道
捐
さ
く
の
燧

工
事

農

事
メ

モ

＠
稲
作

一
、
水
の
か
け
ひ
き

中
干

は
出
穂
四
〇
～
三
〇

日

前
に
行
う
。
田
に
小
さ
な
割

れ
目
が
出
来
て
踏
む
と
軽
い

足

あ
と
が
っ
く
位
が
よ
い
。

二
～
三
日
位
い
づ
っ
二
～
三

回
に
わ
た
っ
て
干
す
こ
と
。

二
、
中
耕
除
草

お

そ

植

田

の

止

草

も

出

来

る

だ

け

早

期

に

切

り

上

げ

る

こ

・
　・
　
・

一
　
・
　

と

が

大

切

で

七

月

二

十

日

迄

に

は

終

る

様

に

す

る

こ

と

。

一
。
除

草

剤

」

の

使

い

方

有

効

分

け

つ

終

止

期

か

ら

幼

穂

形

成

期

ま

で

に
仗

５

．

※
一
〇
ア
ー
ル
当
り
使
用
量

二
、四
－

Ｄ
　
　
　
　
　

五
〇
愕

Ｍ
Ｃ
Ｐ
　
　
　
　
　

二
〇
〇
愕

水

中
二
四
Ｉ
Ｄ
　
　

二

五
〇
幃

水
中
Ｍ
Ｃ
Ｐ
　
　
　

二
五
〇
幃

粒
状
水
中
二
、
四
－

Ｄ
三
、〇
〇
〇
懼

粒
状
水
中
Ｍ
Ｃ

Ｐ三

、〇
〇
〇
幃

備
考
　

撒
布
前
日
に
水
を
落
し

天
気
の
よ
い
日
に
撒
布
し

Ｉ

昼
夜

お
い
て
か
ら
草
が
か
く

れ
る
位
深
水
に
す
る
。
水
中

剤
は
水
を
張
つ
た
ま
Ｘ
出
入

口
を
止
め
て
撒
布
し
二
昼
夜

位
そ
の
ま
Ｘ
と
し
粒
状
は
こ

の
要
領
で
全
面
撒
布
す
る
。

三
、
病
害
防
除

○

紋

枯

病
　

早

樞

の

普

及

と

共

に

こ

の

病

気

の

発

生

が

多

く

な

っ

て

来

て

い

る

の

で

秣

ば

ら

み

期

に

、

モ

ソ

ゼ

ツ

ト

又

は

ア

ソ

ジ

ｙ

一

〇

ア

ー

ル

当

り

三

諺

愕

を

撒

布

す

る

。

○

い

も

ち

病
　

今

年

は

多

発

が

予

想

ざ

れ

る

の

で

充

分

留

意

・
す

る

こ

と

。

葉

い

も

ち

病

は

早

期

発

見

と

早

期

防

除

が

大

切

、
最

も

恐

ろ

し

い
「

。首

い

も

ち

病

」

は

あ

く

ま

で

予

防

で

菌

の

侵

入

時

期

で

あ

る

出

穂

期

に

予

防

撒

布

す

る

こ

と

。

○
果
樹

气

花
芽
分
化
期
の
管
理

杲
物
の
明
年
の
花
芽

は
七
月

中
に
形

成
さ
れ
る
の
で
此
の

期
間
の
土
諛
管
理
は
特
に
重

要
で
あ
る
。
又
夏
季
の
旱
害

防
止

の
た
め
に
樹
下
に
敷
ワ

ラ
敷
草
を

Ｉ
〇
ア

ー
ル
当
り

三

、五

〇
〇

諺
以
上
目
蝴
と

す

る
。

二

、
病
虫
害
防
除

り

ん
ご
は
「
（

ダ

こ

防
除

の
重
要
な
時
期
で
あ
る
。
赤

ダ

ユ
多
発
し
単
用
撒
布
す
る

場
合
は
ケ
ル
セ
ソ

ー
○
認
当

一
、
〇
〇
〇
倍
一
〇
∝
も
使

用
出
来
る
。
七
月
下
旬
よ
り

グ
ソ
。（

エ
虫

加
害
盛
期
に
な

る
の
で
特
殊
Ｂ
Ｈ
Ｃ
乳

剤
八

〇
〇
倍
の
撒
布
を
す
る
。

柿
は
七
月
下
旬
～
八
月
上
旬

ヘ
タ
ム
シ
の
第
三

凹
発
生
期

で
あ
る
の
で
で
き
れ
ば
こ
の

時
期
に
二
回
撒
布
す
る
。
薬

剤
は
Ｄ
ｎ
ｌ
Ｔ
水
和
耐
一
〇
鵬

二
五
愕
液
状
展
着
剤
一
品

加

用

撒
布
の
こ
と

三
、
桃
、
り
ん
ご
頬
は
収
纐
後

に
年
間
施
肥
量

り
二
割
を
礼

肥
と
し
て
毟

す

、

四
、
乾
燥
期
で
あ
る
の
で
草
生

園
は
二
回
陪・
刈
取
り
を
行
う

○
鶏

『

鶏
は
汗
腺

が
な
く
暑
さ
に

対

し
て
に
極

め
て
弱
い
の
で

鶏

舎
の
窓
は
前
後
共
開
放
し

出
来

る
だ
け
風
通
し
を
よ
く

す

る
こ
と
。）

二
、
暑
さ
の
た
め
食
慾
が
減
退

す

る
か
ら
飼
料
の
質
を
良
く

し
栄
鑓
不
足
に
な
ら
な
い
よ

う
注
意
す
る
こ
と
、

仟

成
心
及

び
百
日
目
前
後

の

若
雛
に
蛔
虫
が
寄
生
し
て
い

る
の
で
フ
ェ
ノ
チ
ア
ヂ
ソ

ー

羽
当
と

～
二
幃
を
夕
方
叫

と

混
ぜ
て
与
え
駆
除
す
る
事
。

四
、
鶏
疸
い
ホ
ウ
ソ
ウ
）
の
予
防

接
種
を
し
な
い
若
雛
は
鷄
痘

に
か
Ｘ
り
莇
い
の
で
蚊
の
侵

入
を
出
来
る
だ
け
防
ぐ
事
。

◇

お

盆

は

中

暦
（
八

月

お

盆
）
で
…
…
…
み

ん

な

揃

っ

て

楽

し

い

お

盆



完成近い藤田病院復旧
…ますます好評の養護学級…

公

立
藤
田
綜
合
病
院
で
は
、
本
年

二
月
の
火
災
以
来
病
棟
増
築
工
事

を
進
め
つ
つ
あ
っ
た
が
、
各
関
係

方
面
の
援
助
と
一
般
町
民

の
協
力

に
よ
っ
て
予
想
以
上
に
工

事
が
進

み
、
近
く
完
成
す

る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
新
病
棟
に
は
一
般
病
棟

部
の
外
に
、
本
年
度
新
に
設
け
ら

れ
た
養
護
学
級
部
が
あ
る
。
養
護

学
級
部
は
病
室
四
（
定
員
三
二
名
）

の
外
、
職
員
室
、
保
母
室
、
小
学

部
教
室
、
中
学
部
教
室
を
含

む
九

〇
坪
。
一
般
病
棟

部
は
、
病
室
九

（
定
員
四
八
名
）
の
外
、
看
護
婦

詰
所
、
患
者
浴
室
、
倉
庫
等
の
附

属
掀
を
合
せ
て
一
三
三
坪
で
、
合

計
建
坪
二
二
三
坪

定
員
八
〇
人
、

工
費
約
七
〇
〇
万
円

、
何
れ
も
し

よ
５
し
や
な
テ
ラ
ス
を
設
け
た
明

る
い
近
代
的
病
棟
で
あ
る
。

尚
こ
の
病
棟
増
築
に
関
連
し
て
、

最
新
式
医
療
機
械
三
百
余
万
円

を

購
入
し
て
設
備
の
充
実
を
行
う
と

の
事
。

又
養
護
学
級
は
県
下
三
番
目
、

県
北
地
伊
唯
一
の
施
設
で
、
伊
達

郡
内
は
も
ち
ろ
ん
、

福
島
、
信
夫

方
面
か
ら
も
入
り
、
現
在
十
七
名

の
小
中
学
生
笂
学
び
っ
Ｘ
療
養
に

っ
と
め
て
い
る
。
学
級
に
は
小
中

一
名
づ
っ
の
先
生
の
外
、
更

に
専

任
の
保
母
が
日
常
生
活
の
保
育
指

導
に
当
り
、
生
徒
ら

は
、
家
庭
の

よ
う
な
気
安
さ
で
、
の
び
の
び
と

生
活
し
て
い
る
の
で

、
快
復
も
極

め
て
速
く
、
ず
で
に
全
快
退
院
し

た
も
の
二
名
あ
る
。
諸
設
備
は
も

ち
ろ
ん
、
テ

レ
ビ
や
オ
ル

ガ
ソ
等

も
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
普
通

の
学
校
に
行
っ
て
勉
強
す

る
の
と

変
り
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
せ

ま
く
る
し
い
仮
病
室
に
起
居
し
て

い
る
が
、
間
も
な
く
新
病
棟

に
移

れ

る
の
で
生
徙
た
ち
は
く

び
を
長

く
し
て
待
っ
て
い
る
。
初
め
、
様

子

が
わ
か
ら
な
い
の
で
入
院
希
望

者
も
少
な
か
っ

た
が
、
実
態

が
わ

か
る
に
っ
れ
て
希
望
は
ま
す
ま
す

・
ふ
え
、
定
員
一

ぱ
い
に
な
る
日
も

近

い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
写
真
一

完

成
間
近
い
新
病
棟

お
盆
は
中
暦
八
月

か
岔

で

み

ん

な

そ

ろ

つ

て

楽
し
い
お
盆
を
迎
え
ま
し
よ
う

い

ろ

い

ろ

の

話

題

を

ま

き

お

こ

し

た

新

正

月

一

木

化

運

動

も

八

〇

パ

ー

セ

ン

ト

の

実

行

者

が

あ

り

、

第

一

年

度

と

し

て

は

大

成

功

と

み

ら

れ

た

。

と

こ

ろ

で

、

お

正

月

と

並

ん

で

社

会

の

二

大

行

事

で

あ

る

お

盆

を

ど

う

す

る

か

と

い

う

問

題

が

目

の

前

に

も

ち

上

っ

た

。

こ

れ

は

新

暦

七

月

で

は

農

繁

期

で

早

す

ぎ

る

し

、

旧

暦

で

は

九

月

に

入

っ

て

お

盆

に

な

っ

た

り

、

毎

年

不

定

で

、
仏

事

に

も

休

養

に

も

、
年

間

後

半

の

農

作

業

の

計

画

を

立

て

る

時

期

に

す

る

に

も

不

適

当

で

あ

る

。

そ

れ

に

対

し

、

中

暦

お

盆

（

八

月

お

盆

）

は

、

諸

学

校

な

ど

夏

季

休

業

中

で

あ

る

か

ら

、

一

家

そ

ろ

・
　

―

・
　
一
　
一
　
　

Ｉ

ｌ
　

Ｓ

一
　
・
　
一
　
一

。つ

て

の

仏

事

、

子

供

中

心

の

行

事

な

ど

行

う

こ

と

が

で

き

、

後

半

期

一
　
・

１

１
　
・

一
　

Ｓ
　

。、

の

農

作

業

の

計

画

を

立

て

る

時

期

と

し

て

適

当

で

あ

る

。

又

八

月

は

極

暑

期

で

、

農

作

業

の

疲

れ

を

休

・
め

れ

ば

、

健

康

管

理

上

か

ら

も

有

益

で

あ

る

。

日

進

月

歩

と

い

５

通

り

、

世

の

中

は

す

ば

ら

し

い

ス

ピ

ー

ド

で

進

ん

で

い

る

。

わ

れ

わ

れ

の

生

活

も

科

学

的

に

よ

く

研

究

し

、

合

理

的

に
改
め
て
い
く
の
で
な
け
れ
ば
、

社
会
の
進
歩
に
遅
れ
て
し
ま
う
。

元

来
「
暦
」
は
人
間
が
便
宜
の

た
め
に
作
っ

た
も
の
で
、
こ
れ
に

し
ば
ら
れ
て
人
間
の
幸
福
を
防
げ

ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
福
島
、

仙
台
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
の

大
中
都
市
、
地
方
中
心
都
市
で
中

暦
お
盆
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
に

は
、
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
る
。

晨
付
ど
い
え
ど
も
、
こ
れ
ら
の
都

市
と
隔
絶
し
て
は
存
立
し
得
な
い

時
代
で

あ
る
・

新
暦
正
月
を
実
施

し
た
と
同
じ
熱
意
で
、
［
中
暦
お

盆
］

に
踏
み
切
り
た
い
も
も
の
で

あ
る
。

社
会
教
育
委
員
決
心

社
会
教
育
振
具
に

ま

ず

く

さ

び

を
／

・
　
わ
が
国

見
町
教
育
委
員
会
で
は

こ
ん
と
、
社
会
教
育
法
の
き
ま
り

に
・よ
っ
て
別
項
の
よ
う
に
社
会
教

育
委
員
を
委
嘱
し
た
。
社
会
教
育

委
員
は
こ
れ
ま
で
、
任
意
設
置
で

あ
り
、
且

つ
公
民
舘
運
営
審
議
会

委
員
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

き
わ
め
て
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い

た
が
、
社
会
教
育
法
の
改
正
に
よ

っ
て
そ
の
性
格
が
大
き
く
変
り
、

専
任

必
置
性
を
望
ま
れ

る
こ
と
に

な
っ
だ
の
で
、
わ
が
国
見
町
で
も

法
改
正

の
精
神
を
尊
重
し
て
。
こ

の
揩
置
に
で
た
わ
け
で
あ
る
。

社
会
教
育
委
員

の
職
務
と
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
は
大
き
く
わ
け
て

次
の
三
つ
と
す
る
。

Ａ
、
社
会
教
育
に
関
し
、
教
育
長

’々

経

て
教
育
委
員
会
に
助
言
す

石
。
そ
の
の
た
め
に

１

、
社
会
教
育
に
関
す
る
計
画

立
案

２

、
教
育
委
員
会
の
諮
間

に
応

じ
意
見
を
述
べ
る

３

、
職
務
に
必
要
な
研
究
調
査

を
行
う

Ｂ

、
教
育
委
員
会
に
出
席
し
て
社

会
教
育
に
関
し
意
見
を
述

べ
得

る

Ｃ
、
青
少
年
教
育
に
関
す

る
特
定

の
事
項
に
つ
い
て
助
言
と
指
導

が
で
き
る

元
来
、
社
会
教
育
を
支
え

る
も

の
に
六
つ
の
柱
が
あ
る
と
い
わ
れ

る
Ｏ
六
’つ
の
柱
と
は
、
社
会
教
育

法
に
．よ
る
と

１
、
社
会
教
育
主
事
を
お
く
こ
と

２
、
社
会
教
育
関
係
団
体
即
ち
婦

人
団

体
や
青
年
団
体
が
う
ま
く

゛
い
く
こ
と

３
、
社
会
教
育
委
員
を
お
く
こ
と

４

、
公
民
舘
を
設
け
る
こ
と

５

、
学
校
施
設
を
利
川
す
る
こ
と

６

、
通
信
教
育
を
利
用
す
る
こ
と

こ
の
六
つ
の
柱

が
曲
っ
て
い
た

り
、
み

ぢ
か
か
っ

た
り
、
細
か
っ

た
り
、
く
さ
っ
て
い
た
り
、
一
木

足
り
な
か
っ
た
り
す

る
と
、
そ
の

町
村
の
社
会
教
育
は
不
振
に
な
っ

た
り
、
ゆ
が
ん
だ
り
す

る
こ
と
に

な
る
。
今
回
そ
の
大
黒
柱
と
も
い

わ
れ
る
社
会
教
育
委
員
が
設
置

さ

れ
た
こ
と
は
、
わ
が
町
社
会
教
育

発
展
の
た
め
大
き
な
力

と
な
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

社
会
教
育
委
員
委
嘱

小
坂
小
学
校
長
　
　

菅
野
　

貞
雄

顋
江
野
小
学
校
長
　

鈴
木
　

彦
衛

大
木
戸
小
中
学
校
長

佐
藤
　

七
郎

町
連
合
婦
人
会
長
　

高
橋
さ
だ
み

県
婦
人
指
導
員
　
　

古
宮
　

千
代

県
北
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
佐
藤
　

利
雄

学
識
経
験
者
　
　
　

八
島
福
太
郎

仝
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
　

豊
松

公
民
舘
長
　
　
　
　

佐
藤
善
次
郎

公
民
舘
運
営
審
議
会
委
員

満

期

に

つ

き

改

嘱

小
坂
小
学
校
長
　
　

菅
野
　

貞
雄

藤
田
仝
　
　
　
　
　

古

宮
左
源
洽

森
江
野
仝
　
　
　
　

鈴
木
　

彦
衛

大
木
戸
仝
　
　
　
　

佐
藤
　

七
郎

大
枝
仝
　
　
　
　
　

大
橋
　

賢
治

県
北
中
学
校
長
　
　

蔭
山
　

亮
心

大
技
仝
　
　
　
　
　

渡
辺
伊
知
朗

小
坂
青
年
団
長
　
　

鴨
田
　

善
二

藤
田
仝
　
　
　
　
　

岩
城
　

重
夫

森
江
野
仝
　
　
　
　

吉
田
　

勝
基

厚
樫
（
大
木
戸
）
仝
　

斎
藤

’修
一

大
枝
仝
　
　
　
　
　

佐
藤
　

洋
一

小
坂
婦
人
会
長
　
　

熊
坂
　

ヤ
イ

藤
田
仝
　
　
　
　
　

奥
山
　

し
．ま

森
江
野
仝
　
　
　
　

佐
久
間
い
ち

大
木
戸
仝
　
　
　
　

大
沼
　

春
代

大
枝
仝
　
　
　
　
　

佐
藤
あ
や
を

町
連
合
仝
　
　
　
　

高
橋
さ
だ
み

小
坂
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　

佐
藤
　

佐
市

藤
田
仝
　
　
　
　
　

樋

口
弥
太
郎

森
江

野
仝
　
　
　
　

石
川
　

暢
夫

大
木
戸
仝
　
　
　
　

鈴
木
誠
之
助

大
枝
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
松
浦
　

新
一

県
北

中
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
佐
藤
　

利
雄

農
業
協
同
組
合
長
　

菅
野
　

秀
明

民
生
委
員
常
務
　
　

八
島
福
太
郎

農
業
委
員
会
長
　
　

八
島
建
次
郎

商
工
会
長
　
　
　
　

武
田
　

文
治

消
防
団
長
　
　
　
　

大
津
　

利
一

社
会

体
育
指
導
委
員
佐
藤
　

元
一

文
教
委
員
長
　
　
　

小
林
　

正
夫

農
研
団
体
連
絡
協
議
会
長

渋
谷
　

一
衛

心 の 晴 着 …③…

§

や
り
方
、
受
け
方

両
家
の
自
覚
と
協
力

無
駄

な
出
費
は
お
互
の
損
と
な

り
、
や
が
て
若
夫
婦
の
負
担
、
家

族
全
体
の
不
幸
を
招
く
こ
と
に

な
る
こ

と
を
考
え
、
両
家
で
よ

く
話
し
あ
っ
て
無
理
を
し
な
い

よ
う
協
力
す
る
。
大
き
な
家
、
広

い
座
敷
、
り
っ
ぱ
な
膳
わ

ん
、

式
服
な
ど
持
っ
て
い
る
と
、
と

‘か
く
こ
ん
な
機
会
に
見
せ
た
が

呑
1
0そ

の
た
め
に
っ
い
は
で
な

競
争
が
お
こ
る
の
だ
。
公
民
舘

な
ど

Ｉ
ヶ
所
で
合
同
で
す
ま
す

こ
と
な
ど
考
え
て
は
ど
う
か
。

公

民
舘
備
付
の
貸
衣
裳
や
諸
道

具
で
厳
粛
な
挙
式

、
簡
素
な
披

露
宴
（
又
は
祝
賀
会
）
そ
し
て

一
生
の
思
い
出
に
新
婚
旅
行
へ

送
り
出
す
位
に
踏
み
き
れ
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
。

叫
仲
人
の
自
覚
と
識
見

結

婚
’に
つ
い
て
絶

対

の
権

限

を
も
っ
て
い
る
の
は
仲
人
で
あ

る
。
新
時
代
の
結
婚
の
お
り
方

を
研
究
し
て
両
家
の
は
し
わ
た

し
を
し
て
や
り
、
特
に
一
番
む

ず
か
し
い
婚
家
と
社
会
と
の
調

整
を
し
て
や
る
の
か
仲
人
の
聚

目
で
あ
る
。
改
善
結
婚
な

ど
と

い
う
こ
と
は
、
世
間
の
手
前
、

当

事
者
か
ら
は
な
か
な
か
言
い

出
せ
な
い
も
の
だ
。
特

に
、
本

家
だ
と
か
、
伯
父
伯
母
と
か
い

う
も
の
は
厄
介
な
存
在
で
、
と

か
く
世
間
体
と
か
、
メ
ソ
ツ
と

か
を
口
実
に
文
句
を
つ
け
た
が

る
。
そ
れ
を
抑
え
て
当
事
者
に

勇
気
を
つ
け
て
や
る
、
改
善
結

婚

の
成
否
の
鍵
は
仲
人
が
に
ぎ

っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
仲
人
の
研
修
会
を
開

け
と
い
う
議
論
も
成
り
立
つ
わ

け
だ
Ｊ

吋
ま
わ
り
の
自
鴬
と
協
力

「
改
善
結
婚
は
し
た
い
が
、
世
聞

か
ら
笑
わ
れ

る
の
が
つ
ら
い
」

と
よ
く
い
う
。
世
間
と
は
誰
の

こ
と
か
、
そ
れ
は
大
て
い
の
場

合
、
隣
近
所
？

王
婦
た
ち
で
あ

り
、諠
た
ち
、娘
た
ち
で
あ
る
。

い
わ
ば
、
自
分
た
ち
仲
間
の
こ

と
だ
。
毎
日
顔
を
合
せ
、
話
し

あ
っ
て
い
る
仲
間
に
か
れ
こ
れ

い
わ
れ
る
の
が
っ
ら
い
と
い
う

の
だ
。
し
か
し
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
そ
の
主
婦
た
ち
も
同
じ

こ
と
を
な
や
ん
で
い
る
の
だ
。

同
じ
な
や
み
を
も
ち
、
同
じ
ね

が
い
を
も
っ
て
い
る
、
最
も
力

と
な
る
べ
き
仲
間
同
志
で
、
お

た
が
い
の
批
評
を
し
、
お
た
が

い
に
苦
し
め
合
っ
て
い
る
と
は

何
と
つ
ま
ら
な
い
、
お
ろ
か
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。
み
ん
な
で
よ

く
話
し
あ
い
、
力
を
合
せ
て
次

の
こ
と
を
申
し
合
せ
、
実
行
し

た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

①
お
互
に
、
他
の
跛
む
こ
の
姿

か
た
ち
や
衣
裳
や
調
度
品
に

つ
い
て
の
う
わ
さ
話
は
、
い

つ
い
か
な
る
と
こ
ろ
で
も
絶

対

に
い
た
し
ま
せ
ん
。

④
み

ん
な
で
改

善
結
婚
を
実
行

す

る
よ
う
励

ま
し
あ
い
、
実

行
し
た
人
に
対
し
て
は
称
讃

の
拍
手
を
送
り
ま
し
よ
う
。

そ
し
て
自
分
も
必
ず
そ
の
後

に
つ
づ
く
こ

と
を
誓
い
ま
し

㈲
み
ん
な
の
悩
み
は

み
ん
な
の
協
力
で

個
人
の
力
で
と
う
に
も
で
き

な

い
と
い
う
な
ら
、
組
織
の
力

を

つ
く

る
の
が
よ
い
。
た
と
え
ば

「
結
婚
改
善
同

盟
」
な
ど
、
み

ん
な
で
申
し
合
せ
要
項
に
よ
っ

て
実
行
し
て
い
く
自
律
的
な
団

体
で
あ
る
。
そ
れ
が
で
き
な
い

と
い
う
な
ら
、
新
生
活
運
動
協

頴
会

の
中
に
専
門
部

と
し
て
「

結
婚
改
善
推
進
委
員
会
」
と
も

い
う

ぺ
き
も
の
を
つ
く
っ
て
、

他
律
的
に
実
行
す

る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

7～8 月の巡回映画

○プログラム

拾われた子牛さん…………5 巻

子供ごころ…………………3 巻

アメリカの窓………………3 巻
じゆんば ん…………………2 巻

北風と太陽…………………1 巻

○日程

７ 月

４ 前田

５ 森江野小

塚野目
６　大木戸小

7　／卜坂 小
８　県北中

９　藤田小

16　 大町雨
21　 泉田下

22　 臭田卜

23　内谷變
24　山崎゜
25　石母田
36　貝田
27　光明寺
28　高城
29　大木戸
30　原町
31　川内

８ 月

１　中部

２　北部
３　森山北

４　旭
５　森江野小

６　徳江南

○いっ 見ても面白くて、ためになる
公民舘の巡回映画、みんなおそろ

いで、今月･もぜひごらん下さい。

○子供さんの、よりよい成長を望 ま

れる方には、「子供ごころ」はほ

んとに参考にたりましようＯ

ち
よ
つ
と
お
目
を
拝
借
／

夏

に

侈

い
交

通
事

故

を

防

ぎ

ま

し

よ

う

０
、
あ
な
た
は
、
道
路
の
左
側
を

歩
い
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

人
は
右
、
車
は
左

の
対
面
交
通

は
、
あ
な
た
を
交
通
事
故
か
ら

守
り
ま
す
。

§

、
あ
な
た
は
、
車
の
直
前
直
後

を
横
断
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
車
の
後
に
車
が
走
っ
て

来
ま
す
。
前
後
を
よ
く
見
て
横

断
し
ま
し
よ
う
。

㈱
、
あ
な
た
は
、
自
動

車
を
み
だ

り
に
通
路
に
置
き
ば
な
し
に
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自

動
車
を
道
路
に
置

く
と
、
交
通

の
流
れ
を
乱
す
だ
け
で
な
く
、

事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す
。

同
、
あ
な
た
は
、
広
告
や
看
板
を

道
路
に
出

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

せ
ま
い
道
路
を
広
く
使
っ
て
、

お
互
い
に
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま

し
よ
う
Ｏ

㈲
、
あ
な
た
は
、
自
動

車
を
道
路

の
ま
ん
中
に
置
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
ち
よ
っ
と
の
用

事
の
と
き
で
も
、
交
通
の
妨
害

に
な
ら
な
い
よ
う
、
道
路
の
は

し
に
置
き
ま
し
よ
う
Ｏ

㈲
、
あ
な
た
は
、
自
転
車
に
二
人

乗
り
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
人
家
が
こ
ん
で
い
る
所
や

交
通
の
は
げ
し
い
道
路
で
は
、

二
人
乗
り
は
危
険
で
す
。

㈲
、
あ
な
た
は
、
お
子

さ
ん
を
道

路
で
遊
ば
せ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
道
路
で
お
子
さ
ん
が

遊

ぶ
こ
と
は
危
険
で
す
。
車
の

通
ら
な
い
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
し

っ
け
ま
し
よ
う
。

㈱
、
あ
な
た
は
、
自
動

車
や
オ
ー

ト
バ
イ
の
速
度
を
出
し
過
ぎ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
通

事
故
の
原
因
で
最
も
多
い
の
は

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
で
す
。

道
路
が
良
く
て
も
、
ス
ピ
ー
ド

を
出
さ
な
い
で
、
安
全
運
転
を

い
た
し
ま
し
よ
う
。

（
桑
折
警
察
署
）

街
頭
補
導
に

の
り
出
す

保
護
委
員
会

国
見
方
部
保
護
委
員
会
（
会
長

菅
野
七
郎
氏
）
で
は
去

る
七
月
一

日
午
後
一
時
か
ら
県
北
中
学
校
礼

法
室
で
保
護
者
総
会
を
開
き
、
今

年
度
の
事
業
計
画

や
役
員
改
選
に

つ
い
て
審
議
七
だ
。
出
席
者
約
九

十
名
、
各
高
校
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

柤
当
の
先
生
が
臨
席

し
、
近
頃
の

生
徒
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。
話

に
よ
れ

ば
、
一
般
的

に
は
相
当
兇
悪
化

、
蓖
質
化

し
、

年
令
の
低
下
、
集
団
化
の
傾
向

に

あ
り
、
且
つ
中
流
上
流
家
庭

に
不

良
化
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
当

国
見
町
に
は
ほ
ど
ん
と
そ
の
傾
向

な
い
こ
と
は
よ
ろ
こ

ば
し
い
と
の

事
。
渮
当
委
員
会
で

は
三
百

余
の

子
弟
を
こ
れ
ら
の
社
会
悪
か
ら
守

る
た
め
に
、
役
員
た
ち
で
街
頭

補

導

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

役
員
及
委
員
氏
名
次
の
通
り

役
員会

長
　

菅
野
　

七
郎
（
藤
　

田

）

副
会
長
佐
藤
　

ミ
イ
（
小
　

坂
）

仝
　
　

佐
久
間
貞
治
（
森
　

山

）

仝
　
　

松
浦
留
二
郎
い
貝
　

田

）

仝
　
　

松
浦
　

次
郎
（
西
大
枝

）

委
員

○
脯
田
方
部
（
十
六
名
）

佐
藤
忠
兵
衛
　

小
野
　

貞
一

鈴
木
周
四
郡

高
橋
　

正
治

曳
地
　

善
策
　

八
島
　

貴
正

城
田
　

省
三
　

東
海
林
一
郎

佐
藤
　

徳
次
　

武
見
弥
八
郎

紺
野
　

正
平
　

斎
藤
　

正

美

奥
山
勝
太
郎
　

曳
圸
　
　

一

菅
野
　

七
郎
　

奥
山
　

亀

一

〇
小
坂
方
部
（
六
名
）

佐
藤
　
　

栄
　

朽
木
　

勝
夫

新
村
　

国
治
　

佐
藤
　

サ
ク

遠
藤
　

正
一
　

佐
藤
　

ミ
イ

○
森
江
野
方
部
（
七
名
）

佐
藤
　

匸
一
　
小
野
吉
四
郎

佐
久
間

兀
寿
　

高
梨
　

ミ
ネ

佐
藤
　

光
一
　

吉
田
　

嘉
蔵

佐
久
間
直
次

○
大
木
戸
方
部
（
六
名

）

佐
藤
　

政
三
　

渋
谷
　

良
平

武
田
　

三
郎
　

阿
部
　

武
夫

高
村
　

正
吉
　

松
浦
留
二
郎

○
大
枝
方
部
（
八
名

）

松
浦
　
　

真
　

鈴
木
　

宣
’
一

佐
藤
　

豊
太
　

鈴
木
常
之
助

小
林
　

蚕
治
　

佐
藤
　

平
治

玉
手
　

金
治
　

佐

久
間
藤
吉

◇

子

ど

も

は

国

の

た

か

ら
…
…
。：：
司

ぐ

る

み

部

落

ぐ
る

み

で

子

ど

も

会
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